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    概要：　普段雨に打たれている花は、どんな気持ちでいるのだろう。
    


    




        　雨によって作られた雫を流し、ただ風に揺られている。私は傘を持っているけれど、花は傘を持っていない。誰も貸そうとしないから。
　どれだけ小さな雨であっても、濡れたら寒いのを知っているはずなのに……。
　鳥のさえずりも聞こえない。そんな雨の日だから、外へ出るには傘を持って行かなくちゃ。風邪を引いたらママが悲しむから。
　花が濡れても潰れても、悲しむことはしないのに……。

　花びらがそよそよと、空へ飛んで行くよ。簡単なのよ？　私がすくってあげるだけ。鳥がさえずるその前に、私がすくってあげればいいのよ。
　みんなには秘密。私にも秘密。誰が知っているのかしら。誰も知らない本当のこと。
　私も帰る。夕焼けに向かって、飛んでいく鳥が言う。

　夜の花。花も私と同じように、夜空の下で眠っている。素敵な星が見えている日は、とてもいい気持ちでしょうね。
　星が出ている日は、真っ暗くならないから、夜風がきれいに見えるでしょうね。




